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（様式第４号）     第３回 上田市スポーツ推進審議会 会議概要 

１ 審議会名  第３回 上田市スポーツ推進審議会 

２ 日  時  令和５年８月１日（火） 午後６時 30分から７時 15分まで 

３ 会  場  上田市役所 本庁舎 ２階 202・203会議室 

４ 出 席 者  矢島会長、永井副会長、池田委員、柿沼委員、野口委員、野間委員、廣川委員 

５ 市側出席者 小林部長、櫻井スポーツ推進課長、小林丸子地域スポーツ推進政策幹、 

松木真田地域スポーツ推進政策幹、若林武石地域スポーツ推進政策幹、 

松澤スポーツ推進担当係長、山根スポーツ推進担当係長 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 傍聴者   0人    記者  0人 

８ 会議概要作成年月日  令和５年８月４日 

協 議 事 項 等 

 

１ 開 会（スポーツ推進課長） 

 

２ 挨 拶  

会 長  今日は前回から審議入りしている、「スポーツ都市宣言」の素々案について、市民的な

目線に立ちながら、言葉の意味ですとか、内容について、きたんのない御意見、御質問を

いただき、具体的な形にできればと考えている。よろしくお願いしたい。 

 

３ 議 事 

(1) スポーツ都市宣言について 

事務局   「１ 宣言文について」説明 

 

 委 員   前に、何かの資料を読んだ時、「だれもが・いつまでも」の後に「どこでも」という言葉

があったような気がする。「どこでも」を入れてはどうか。 

 事務局   「だれもが・いつまでも」という文言は、先に策定した第二次上田市スポーツ推進計画に

基本理念として掲げている。その後の文言については、特段、市が意向を出していることは

なく、市の計画等の中にも、そういった表現はない。だが、そういった文言を宣言文に入れ

込んでいくことを検討することは可能かと思う。 

 会 長   先程の事務局の発言のとおり、前回、スポーツ推進計画を策定した時に「どこでも」とい

う表現は入っていなかったと思う。「だれもが・いつまでも」という表現の中に「どこでも」

という部分も含めているという感じに捉えていた。その時の審議の際には、「どこでも」と

いうことについては、あまり議論しなかったという記憶がある。どうしてもという御意見が

あれば検討するがいかがか。 

 委 員   ＜特段の意見なし＞ 

 会 長   現段階では、「どこでも」は含めないで考えることでよろしいですか。 

 委 員   異議なし 

 会 長   その他、御意見があればお願いしたい。 

 会 長   御意見がないようですので、宣言文については、提案していただいた案で進めて行くこと

にします。 

       続けて、お願いします。 

 

 事務局   「２ 宣言本文語尾の表現パターンについて」「３ 宣言本文の表し方として、付番等する

場合としない場合の 4つのパターン」説明 

 

 会 長   関連性もあるが、順番に「２ 宣言本文語尾の表現パターンについて」審議する。 
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会 長   前の都市宣言は、どのような表現パターンだったのか。 

事務局   旧上田市のスポーツ都市宣言は、語尾が呼び掛けるようなスタイルになっていた。ちなみ

に、市民憲章は、「つくります」という表現になっている。 

 委 員   個人的には、宣言なので断言する形でよいと思う。 

 委 員   呼び掛けるというのは、だれかがだれかにという形。遠目から、だれかに、人ごとという

ようなことではなく、宣言ですので、「つくります」という全体としての意思、私たちみん

なで作っていくという意思が込められる、断言の形の方がいい。 

 会 長   左側の断言する形の表現がよいのではないかとの意見があった。右側の表現に対する積極

的な御意見がなければ、左側の表現でよろしいでしょうか。 

 委 員   異議なし 

 会 長   宣言本文語尾の表現パターンについては、左側の表現とします。 

 

 会 長   続きまして、「３ 宣言本文の表し方」について、御意見お願いします。 

 事務局   参考として申し上げます。県内のスポーツに関係する都市宣言をしている都市で、幾つか

の宣言文を宣言している４つの市は、全て資料の一番左のパターンで表記をしている。それ

から、市ではないが、県内の信濃町がスポーツ都市宣言をしており、こちらは付番をしない

一番右のパターンを採用している。 

 委 員   一番左と一番右のパターンがいい。 

 委 員   前回の一覧となった資料、「長野県内 19市の都市宣言について」で見比べてみて、１で頭

を揃えて書かれている方が見栄えがよいと思うので、その方式がいい。 

 委 員   本文の動詞を見てほしい、重みとしては一番上が重いと感じる。事務局が重たい順番に並

べたのなら、１，２、３、４でもよいが、１、１、１でも構わない。 

 委 員   ぱっと見て、左から２番目のパターン。これだと何個あるかすぐにわかる。旧上田市のパ

ターンでもよいと思う。  

 委 員   １、２、３、４というと、序列みたいな印象もあるので、どれも同じ価値があって、ある

人にとっては、これに価値を置きたいというものもあるので、一番左がいい。 

 委 員   本文の体裁だが、本文が二重になった時には、数字に被ることないよう、文頭を揃えた方

がきれいに見える。 

 会 長   概ね、一番左側のパターンでという意見。他に御意見は。 

会 長   特段ありませんので、３番目の宣言文の表し方については、一番左側のスタイルで、体裁

については、文頭を揃えるということになりました。 

 

会 長   全体を通じて、その他、何かあればお出しいただきたい。 

 

会 長   ないようですので議事を終了し、事務局に進行をお返しする。 

 

４ その他 

事務局 ・『第 82 回国民スポーツ大会・第 27回全国障害者スポーツ大会の開催地として長野県が

「内定」されました！』について 

・今後の予定、次回の審議会の日程等について。 

 

５ 閉会（小林部長、スポーツ推進課長） 

 

 

 

 


